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表現創舎 オフィスわくないあき
〒165-0035 東京都中野区白鷺2-13-4-403

★チケット前売り（以下からお申し込み下さい）

電話03-3339-3422 Fax 03-3339-3421

メール akiwak@cameo.pl al a .or .j p

ホームページhttp://www11.plala.or.jp/akiw/
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2001年9月11日、直後の10月7日（日本時間8日）のアフガニ
スタン報復爆撃から今年で10年になります。21世紀は、血塗ら
れた過去の歴史の記憶を克服する世紀でなければならないのに、
暴力と戦争の号音で始まりました。人間が人間を傷つけ、生命を
奪うなどということを、どうして平気でいられましょうか。

日本は今年、3月11日に東北地方東部を襲った壊滅的大惨事
に見舞われ、原発事故まで重なって、政治・経済・社会全般にわ
たる敗戦以来の困難に直面しています。
こういう時こそ、戦争と貧困にあえぐ人々の痛みと悲しみを、

理解し、共感し、少しでも何らかのアクションを起こすことが大
切だと思います。恒久平和への気持ちに重ね合わせて、今年の９．
１１メモリアルは、犠牲者の方々への哀悼の気持ちと平和世界へ
の意思を、議論に、表現に込めていきたいと思います。

〒166-0002 杉並区高円寺北2-1-2 Tel 03-3223-7500

ＪＲ中央線・総武線、地下鉄東西線、

「高円寺駅」北口下車、徒歩４分。



プログラム

第一部 「新・証の墓標」朗読と演奏

秋元史人 フリー

和久内明 詩人

★クリスタル デュオ ブレイズ★

佐々木里江(リエ) クリスタルボール演奏者
山内恵(メグ) クリスタルボール演奏者

第二部 シンポジウム

白熱討議！ 『9.11、3.11と人間の思想』

TV・新聞・雑誌の次は、その場に居合わせた人だけが実感する、

歯に衣着せない白熱討議。鋭く批判的認識を研ぐ絶好の機会！

★岩佐茂 一橋大学名誉教授（社会哲学）『季論２１』で、「3・1
1と9・11の衝撃－問われる近代の工業文明」を発表。温厚な人柄から

繰り出される批判精神に注目。

★大屋定晴 東京農工大学非常勤講師（経済思想、社会思想） 海
外経験も豊富な若手論客。「グローバル化」問題を多角的に鋭く切り

込む論文、スーザン・ジョージやデヴィッド・ハーヴェイの翻訳も。

★草川剛人 帝京大学教授（教育学） 東京大学教育学部付属中等教
育学校副校長を経て現職。教育現場から活きた教育学の構築に貢献す

る。氏の歴史授業実践は特によく知られ、紙芝居も出版されている。

★ジグラー・ポール 淑徳大学教授（比較文学） 海兵隊での活
動経験を持つ異色の米国人学者で、日米関係と世界情勢に対する洞察

からもたらされる、厳しい日米批判は瞠目に値する。

★和久内明（司会） HIAS基礎学術センター所属（知識論哲学）

第三部 哀悼 鎮魂と希望の能舞

「「「「ルルルルーーーーククククスススス パパパパーーーーキキキキスススス アアアアエエエエテテテテルルルルナナナナ 恒恒恒恒久久久久平平平平和和和和のののの光光光光」」」」

津村禮次郎 観世流緑泉会代表。シテ方能楽師
（重要無形文化財能楽綜合指定保持者）。一橋大学社
会学部講師、二松学舎大学文学部特任教授。小金井薪
能を1979年から続ける。本年2～4月文化交流使（文
化庁）として、モスクワ、ブタペストで講義、ワーク
ショップを行い帰国。第7回『9.11メモリアル』での
能舞は、会場を深い感動で包んだ。和久内明とは、中
原中也関連の公演（山口、東京）、女優夏樹陽子を加
えた本年5月の『Ｍ．由起夫』（来年再演が決定）など、
既成の枠組みを超えたコラボレーションを展開中。

和久内明（わくないあき） 1947年神奈川県横浜市生。哲学関連の国

際学会での発表（ロシア、アメリカ、北京など）やケンブリッジで知識

論の論文を発表するなど、幅広く活動。詩人としては、長編詩

「証の墓標」で9.11事件の衝撃を歌い、2002年ロンドンで朗読。

毎年東京で「9.11メモリアル」を開催。ピアニストとの共演や、

ボードレール詩の朗読、中也や朔太郎の朗読でも好評を博してい

る。本年5月には、舞台芸術に、斬新なアイデアを駆使した『Ｍ．由起

夫』を制作。教育では、私的な学習指導で、年少時からの一貫教育を

行い、東大、京大、一橋大、東北大、お茶の水女子大、奈良女子大、

大学院（東大、名古屋大）などへ進学させている。
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《９.１１ メモリアル》の歩み

【第１回2002】 野方区民ホール・中野芸能小劇場

（中野区）2回開催

【第２回2003】 安田生命ホール（新宿）

【第３回2004】 東京中野ゼロ小ホール

【第４回2005】 新東京會舘（南阿佐ヶ谷）2回開催

【第５回2006】 新東京會舘（同上）2回開催

【第６回2007】 新東京會舘（同上）

【第７回2008】 日本基督教団阿佐ヶ谷教会

【第８回2009】 日本基督教団阿佐ヶ谷教会

【第９回2010】 日本福音ルーテル教会むさしの教会


